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2　町おこし挑戦者の特徴
町おこし目的での挑戦者は、各地の商工会

や青年会議所、あるいはイベント実施のため
の実行委員会などが中心となるが、実際には
地元の企業や住民、自治体も含め、地域全体
が関わって実施されることが多い。
また、挑戦者が狙いとするところは、お祭

りや周年事業などを時機として、①地域の一
体感を高める、②集客力アップ、③地域のPR、
④海外への発信、⑤チャレンジの楽しさを伝
えるなどである。多くの場合、世界記録達成
となれば、テレビや新聞といったマスコミに
取り上げられることから、町おこし目的での
挑戦者にとって、対外的に地域をPRできる効
果は大きいといえる。
記録挑戦に際しては、既存の記録への挑戦

だけでなく、新たな分野を創設してもらえる
よう申請することもできる。ただし、その場
合には世界のどこでも同条件で挑戦できるよ
う、測定・証明・標準化・記録更新が可能で
あることが審査のポイントとなる。
町おこし目的で挑戦する場合の最近の特徴

としては、①つくる・並べる・食べさせあう
など食品に関する分野が多いこと、②大勢の
人が一堂に会する形で挑戦する例が多いこと、
③先行実施した自治体に意見を聞くなど事前
にしっかりと調査したうえで申請の相談に来
る例が多いことなどが挙げられ、ニュースと
して取り上げられるよう意識しながら企画し
ているといってもよいだろう。
なお、食品に関する記録に挑戦する際には

食べ物を無駄にしてはいけないという規定が
あり、この規定に反した場合、記録は無効と
なる。

1　申請件数は増加傾向
あらゆる世界一を認定・登録する「ギネス

世界記録™」に挑戦する地域や企業が国内で
盛り上がりを見せつつある。
かつて日本から同記録に挑戦するには英国

の本部と英語でやり取りする必要があったが、
日本からの要望が多いことを受けて2008年か
らは日本語での申請受付が開始された。また、
10年に日本支社「ギネスワールドレコーズジ
ャパン」が開設された後は、相談・支援体制
が充実したことから問合せが増加した。
同社は全国各地で世界一の認定を行ってい

るが、地域が一体となって、町おこしの一環
として記録に挑戦する実状を踏まえ、13年か
らは日本独自のサービス「ギネス世界記録 町
おこしニッポン」をスタートさせ、世界記録
挑戦による地域活性化支援に本格的に乗り出
すこととなった。こうしたことから、同社に
寄せられた15年の町おこし申請件数は51件と、
いわゆる「平成の大合併」により誕生した自
治体が10周年を迎えたこともあり、過去最多
となった（第１図）。
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第1図　ギネス世界記録挑戦件数の推移（国内）
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（注） 公式認定員を現地に派遣した件数。
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3　将来につながる展開が望まれる
農林水産関連の主な世界記録においても、「食

品分野に多人数で挑戦する」という例がよく
見られる。しかし、大がかりな準備や多額の
費用を投入して世界記録に挑戦するものの、お
祭りやイベントといった性質上、一時的な盛
り上がりで終わってしまうことが懸念される。
とはいえ、参加・体験して食品を持ち帰っ

てもらうなど、イベント開催を通じて農業や
水産業への理解促進とファンづくりにつなが
るほか、地域の魅力再発見や地域ブランドの
形成にも資すると考えられる。
なかでも、単なる一過性のお祭りに終わら

せることなく、長期的にも地域活性化につな
がるといった観点で特筆すべきは、長崎県の
JA壱岐市の例である（第１表）。同JAは、リレ
ー形式で「壱岐牛」を食べさせあう世界記録
の認定後、参加者の大多数を占めた地元の高
校生450人ほどを「壱岐牛PR大使」に任命し
た。これにより将来的にも各地で地元のブラ
ンド牛をPRすることが期待され、なかには畜
産業の継承に意欲を示す生徒も現れるなど、地
域の持続的な活力につながると考えられる。
なお、経済効果に関しては、ブランド総合

記録名 時期 挑戦者
（所在地） 記録 概要

世界一長い
串焼きの肉 11年11月

石垣牛大バーベキュー大会
実行委員会

（沖縄県石垣市）
107.6m

石垣島の特産である「石垣牛」をPRしようと、2年後に開港を
控えた新石垣空港の予定地内で開催された記録挑戦イベン
ト。1,700人ほどの参加者が５時間を要して、1本の串の両端
から肉を刺して焼き、串焼きの長さで世界一に挑戦したもの。

リレー形式で
食べさせあった
最多人数

14年11月
JA壱岐市を中心とした

「世界記録で壱岐の島おこし
実行委員会」

（長崎県壱岐市）

555人
農協合併50周年を記念してJA壱岐市が「壱岐牛」の知名度
向上も兼ねて企画。JA壱岐市は世界一認定後、イベントに参
加した県立壱岐高と同壱岐商高の生徒450人ほどを「壱岐
牛PR大使」に任命。

最大の木造
コンサートホール 16年1月 南陽市文化会館

（山形県南陽市） 1,403席
15年10月にオープンした南陽市文化会館が「最大の木造コ
ンサートホール」に認定。全国初となる大型木造耐火の文化
ホールであり、建物全体の木材調達（伐採・集積・運搬）は米沢
地方森林組合が担当。

同時におにぎりを
作った最多人数 16年10月

上川地区農業協同組合長会
（事務局：JA北海道中央会

旭川支所）
1,273人

地元の新興ブランド米「ゆめぴりか」と米どころである「上川」を
PRしようと地元JAグループによる「秋の大収穫祭2016」のな
かで実施。1人1個ずつ具を入れながらおにぎりを作り、5分間の
制限時間内に基準に沿って完成させた人の人数を競うもの。

最も長い
食用魚の列 16年10月

三陸大船渡さんままつり
実行委員会

（岩手県大船渡市）
1,260匹

全国有数のさんまの水揚げを誇る大船渡港で、水産業が盛ん
な地域であることをPRしようと、市民など360人が参加して挑
戦。さんまをつなげて、1本の長い列にするという企画。

資料 報道等から作成
（注）　すでに更新された記録も含む。

第1表　 町おこしの主なギネス世界記録（農林水産関連）

研究所が11年11
月に石垣市で開
催されたイベン
ト「世界一長い
串焼きの肉」へ
の挑戦について、
直接的な価値が
0.34億円、地元
への波及効果が
0.95億円、広告
宣伝効果が0.56
億円と、計1.85
億円に達したと
の試算を公表している。同市の歳出額（11年度
で214.0億円）や農業産出額（14年度で94.4億円）な
どを踏まえると、僅かとはいえ地元経済の押
し上げに貢献したと考えられる。このほか、世
界一となったことが契機となり、販路拡大や
企業誘致など長期的な波及効果につながる例
も見られる。
以上、ギネス世界記録の概要と記録挑戦を

活用した事例を紹介した。ユニークな町おこ
しを考えるうえで参考となれば幸いである。

（きむら　としぶみ）

さんまを1,260匹並べて世界
記録達成「第30回三陸大船渡
さんままつり」
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